
 令和２年度 大分県市町村社会福祉協議会  

課長・係長研修会 開催要綱 
 

 

1 目   的   
 

市町村社会福祉協議会における中堅職員には、組織活動を活性化させる実質的リーダーとして、

日々の業務の円滑な流れと成果に対して責任を持つとともに、法人経営や制度政策について意識し、

安定的な社協運営を目指す要として活動していくことが求められています。 

地域共生社会の実現において、市町村社協による地域福祉活動は重要な取り組みの一つですが、

近年、行政の財源不足、さらに新型コロナウイルス感染症の影響により、地域福祉活動が制限され

ている現状があり、今後一層、財源不足が深刻化することが予想されます。社協は安定的な組織運

営を確立し、地域福祉活動を継続していくためにも、自主財源の獲得に向けて取り組むことが必要

です。 

最近では、社協の自主財源の獲得に向けた動きとして、組織内にファンドレイジングチーム等を

設置し、財源確保について積極的に取り組んでいる社協が、全国においても増えてきています。フ

ァンドレイジングを実践し、自主財源の獲得に取り組むことで、地域の実情に応じた柔軟な活動の

実践や、災害時の財政的な備えが可能になり、地域のニーズにあった地域福祉活動を展開していく

ことが望めます。 

本研修会は基礎編と応用編の2回研修とし、自主財源を獲得する基礎知識と、実践に向けた技術

を身に付け、行政予算に頼るだけの社協ではない、新しい社協経営のあり方を学ぶことを目的とし

て開始します。 
 

   

２ 主   催   

社会福祉法人 大分県社会福祉協議会・大分県社協地域福祉推進委員会 

 

３ 日   時    

①基礎編：令和２年７月１５日 （水） 9：55～16：00（受付 9：30開始） 

②応用編：令和２年１１月１３日（金） 9：25～16：00（受付 9:00開始） 

 

４ 会   場   

①基礎編：大分県社会福祉介護研修センター ３０２研修室（大分市明野東3-4-1） 

②応用編：大分県社会福祉介護研修センター 小ホール（大分市明野東3-4-1） 
※会場のお間違えがないようお越しください。 

 

５ 参加対象   

（1）市町村社会福祉協議会の課長・係長級の中堅職員  ※所属部所は問いません。 

（2）その他  ※中堅に限らず、役・職員の方でも参加可能です。 

 

６ 参 加 費    

資料代（2日分）１人につき１，０００円 ※１日目（7/15）の受付で徴収します。 

 

７ 申込期限  

 令和２年７月３日（金）必 着  

 



８ 申込方法   

（1）別添「参加申込書」に必要事項をご記入のうえ、下記問い合わせ先までＦＡＸ・Ｅメールに

よりお申込みください。 

（2）参加希望者は原則として、基礎編、応用編ともに参加していただきます。 

（3）いずれか１日のみの参加でも、参加費は１人につき1,000円となります。 

 

９ 日程・内容  

【 基礎編 】 令和2年7月15日（水） 9：55～16：00 

 講師：一般社団法人日本地域福祉ファンドレイジングネットワークCOMMNET  

理事長  久津摩 和弘 氏 

※適宜休憩をはさみます。 

 

【 応用編 】 令和2年11月13日（金） 9：25～16：00 

 講師：一般社団法人日本地域福祉ファンドレイジングネットワークCOMMNET  

理事長  久津摩 和弘 氏 

※適宜休憩をはさみます。 

 

時  間 内  容 

9：30～ 受 付 

9：55～ オリエンテーション 

10：00～ 

 
 

 

【 講義① 】 

「社協の地域福祉活動と組織運営における 

ファンドレイジング基礎知識」 
 

ファンドレイジングに関する基礎知識や、地域福祉活動との関係について学びます。実際にファ

ンドレイジングを行っている社協の事例を用いて、社協の地域福祉活動の継続と安定的な組織運

営に向けたファンドレイジングの活用法について学びます。 

 

12：00 昼食休憩 

13：00～ 

 

【 演習① 】 

「ファンドレイジングを成功させるための 

『社会的インパクト志向』の地域福祉活動の作り方講座 

      ～ロジックモデルの導入による成果志向計画作り①～」 
 

ファンドレイジングを実践するためには、「自分たちの地域を“どう変えたい”か（＝社会的イ

ンパクト）」という視点を持つことが重要です。 

「どんな課題に対して、どのような取り組みを行い、成果としてどんな社会にしていきたいの

か」を考える力を身に付ける演習を体験していただきます。 
 

16：00 閉会・事務連絡 

時  間 内  容 

9：00～ 受 付 

9：25～ オリエンテーション・開会 

9：30～ 

 
※昼食休憩含む 

 

 

【 演習② 】 

ファンドレイジングを成功させるための 

『社会的インパクト志向』の地域福祉活動の作り方講座 

      ～ロジックモデルの導入による成果志向計画作り②～ 
  

基礎編の演習の続きとして、実践に向けた知識と技術の習得を目指していきます。 

基礎編で学んだ知識を活かしながら、ファンドレイジングに欠かせないロジックモデルの導入

について学習し、理解を深めます。 
 

16：00 閉会・事務連絡 



●○● 講 師 紹 介 ●○● 
 

一般社団法人日本地域福祉ファンドレイジングネットワークCOMMNET 理事長 

認定NPO法人日本ファンドレイジング協会 理事・全国福祉チャプター代表 
 

≪プロフィール≫ 

大学卒業後、山口県社協で日常生活自立支援事業、法人後見支援業務等を担当。2011年、

山口県共募へ出向。2012 年、赤い羽根共同募金が全国各地で展開する寄付つき商品企画

「募金百貨店プロジェクト」創設。2016年、福祉業界に特化したファンドレイジング普及

＆推進を日本最大規模で行う全国組織コムネット創設。2017 年、日本ファンドレイジン

グ協会の福祉部門「全国福祉チャプター」創設。2018年、日本初で先進的な国際NGO等

と福祉団体が連携して寄付文化の醸成等を行うプロジェクト「国際NGO/NPO・地域福祉

団体寄付文化醸成及びファンドレイジング連携プロジェクト」 創設。2018年、日本の福祉業界初のファンドレイジン

グ書籍「地域福祉とファンドレイジング」出版。その他、国の省庁の委員会委員や全国各地の社協、国際NGO等のアド

バイザーや講師等を行う。 
 

≪主な書籍・執筆等≫ 

「地域福祉とファンドレイジング」（2018）中央法規出版 

「コミュニティソーシャルワークの新たな展開」（2019）中央法規出版 
 

≪主なアドバイザー実績等≫ 

国境なき医師団日本、伊賀市社協、東村山市社協、福岡市社協、三芳町社協等 

 

 

10 そ の 他 

（1）駐車場には限りがあります。できる限り乗り合わせてお越しください。 

（2）参加者に関する個人情報は、研修の参加者名簿の作成や演習時の班分け等、研修に関連する

事柄以外で使用することはありません。 

（3）新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、感染対策を徹底したうえで開催します。 

（研修受付時の検温、手指消毒、会場内の消毒、マスク着用等） 

（4）新型コロナウイルス感染症の影響により、日程や会場等が変更になる場合がございます。予

めご了承ください。また状況に応じて、オンラインによる実施となる場合がございます。オン

ラインによる開催の場合は、別途ご連絡させていただきます。 

（5）昼食（お弁当：５００円※お茶なし）をご希望の方は、別紙参加申込書の所定の欄に○印をつ

けてお申し込みください。当日、受付横にて釣銭の要らないようお支払いください。 

※飲み物は各自でご準備ください。 

   

 

11 申込および問い合わせ先 

 社会福祉法人大分県社会福祉協議会 地域福祉部（担当/森） 

 〒870-0907 大分市大津町2-1-41 県総合社会福祉会館内 

TEL：097-558-0305 FAX：097-558-1635  

E-mail：m_mori@oitakensyakyo.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


